基準点測量トータルシステム

基準点測量トータルシステムは、観測データ取込（電子野帳）、各種補正計算、基準点網図の自動作成、　　　　　点検計算、平均計算、精度管理表及び成果表までの一連処理を行います。
基準点測量トータルシステムの観測制限は次の通りです。
	水平角データ
	1対回～3対回まで

	高低データ
	1対回、直・反データが必要　（後視既知点を除く全ての測点）

	距離データ
	1セット2読定、2セット

	測点数
	１点検路線　―　１００辺以内

	路線長
	１点検路線　―　無制限


　点検計算及び平均計算の許容値は、公共測量作業規程に基づいています。

点検計算までは、処理が共通しています。平均計算からは、簡易網平均計算と厳密網平均計算のどちらかを選択できます。選択は自由ですが、下記の項目に当てはまる方を選んだら良いのではないかと思います。

　　ここで、計算の範囲と制限の違いをあげておきます。

　　　　　　　　　　　　　　　  厳密網平均計算             　　     簡易網平均計算

   選択の目安　―― 　　・　高次の基準点である。（１．２級）   　   　   ・ 左記と正反対な網

· 点数が比較的少ない。

· 網が複雑である。

· 既知点方向角の取り付けを欠いた。

　　計算の範囲　――    １～４級基準点測量　　　　　　　　　　　         ３～４級基準点測量

地籍図根三角測量

甲１～乙３地籍図根多角測量
　　計算の制限　――　　　・ 既知点数   100点以内　　　　　　　　　　　   ・　既知点数        100点以内

　　　　　　　　　          ・　新点数     ６00点以内　　　　 　　　　　　   ・　交点数          300点以内

　　　　　　　　　          ・ 観測数     3000件以内　　　　　        　　・　路線数    　　　  900路線以内

　　　　　　　　　　　　　　　　　( 測距数+固定方向数+測角方向数          ・　１路線の測点数   100点以内

+測角零方向数 )　       ・　既知点において、方向角の取り

付けが必要

処理点数　  ――　    ６００ 点以内　　　　　　　　　　　　　　　　　        ３０,０００ 点以内

基準点測量トータルシステム　処理メニュー
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――　観測データ（電子野帳）の取込、観測手簿の作成、手入力を行います。

――　既知点データを入力します。

――　各種補正計算、点検計算を行います。

――　平均データの作成、平均計算を行います。

――　成果表を作成します。

――　計算結果の　Ｘ、Ｙ、Ｈ を座標ファイルへ登録します。

――　観測記簿を作成します。

――　点検測量（観測データの取得、点検測量簿の作成）を行います。

――　精度管理表を作成します。

――　このメニューで計算された各種結果を表示・出力します。

――　基準点測量　トータルシステムの終了

基準点測量トータルシステム　観測上の注意
　　網がつながっていれば観測の方向等に制限はありませんが、システム上の理由で下記の注意事項を守って

　ください。

　　　・ 観測日は、西暦（2015/12/03等）で入力してください。（基準点成果数値データ作成に影響します。）

・　測点名（観測点・視準点）　―　半角１０文字以内

・ 同一測点で２回以上に分けて観測した場合、器械高及び零方向の統一をしてください。（偏心要素を含む）

　　　・　鉛直角の観測は、全ての点（後視既知点を除く）で直・反観測を行ってください。

　　　・　距離の重複測定は最初に観測された値が採用されます。

　　　・　偏心している測点での測点名の付け方は、偏心点を本点名に、本点を本点名と違う名前を付けて

ください。

　　　　　　　「 例．　測点：山田の場合   偏心点名＝YAMADA  本点名＝YAMADAC 」

　　　・　偏心要素の偏心角（ψ）の測定は、偏心点で観測してください。

　　　・　偏心点での観測要素の測定と偏心要素の測定は、器械高及び零方向の統一をしてください。

　　　・　偏心のある測点を視準する場合、本点の視通の有無に関係なく偏心点を視準してください。

　　　・　同一測点で複数の観測点をもつ偏心及び相互偏心は処理出来ません。

　　　・　トプコン製電子野帳で対回観測を行う場合、視準点名と目標高の入力モードは「一括入力」を指定して

ください。

　　　・　既知点間の距離を測定すると「既知点点検計算」を行います。

　　　・ 簡易網平均計算を行う場合の各路線の重量（P）
観測角の重量　＝　１ / 観測角数

　　　　　　　　 座標の重量　＝　１ / 路線長

標高の重量　＝　１ / 路線長

　　　  を使用いたします。

節点がない路線、すなわち交点から交点まで１辺で結ばれている路線において、零方向をお見合いした
形で水平角を入力すると、その路線の観測角数が０点になり、観測角の重量が（ 1 / 0 ）となって平均計算
時にエラーを起こしますので気をつけてください。（厳密網平均計算を行う場合は関係ありません。）

１．観測データ作成
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＊ B-R18-1は交点ではありませんが、開放路線の末端の測点を交点扱いすることにより同時に処理すること
ができます。（観測方程式の利点）

＊ 放射点（補助基準点等）は同時に処理できますが、当該等級にはなりません。
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――　電子野帳の機種を選択します。

――　電子野帳の観測生データを取り込みます。

――　観測生データ（ダンプリスト）の表示を行います。

――　観測手簿を作成します。

――　観測手簿の表示・出力を行います。

――　観測データファイルを表示・修正します。

――　手入力による観測データファイルを作成します。

――　手入力された観測データファイルを表示・修正します。

――　観測データの終了

観測生データの取込

　　　電子野帳の機種を選択してから行います。

　　　以下、　「電子野帳データ取込」　を参照してください。

観測生データの表示

　　観測生データ（ダンプリスト）の表示を行います。

（１） 標準フォーマット(APA)、ﾆｺﾝ GF-300

A,01,Z,                                      A,出力ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ(01固定),,
B,ﾃｽﾄ,SET3B2,10477,KOBAYASI,10/07/28,T,      B,JOB名,機種,測器番号,観測者,観測日,,
C,1,1,30,712,,0,&,                           C,天候,風力,気温,気圧,ppm,気圧単位(0:㎜Hg 1:hPa),,
D,A-1,,1.500,0,2122002,16:34,16:42,S,        D,器械点名,ﾒﾓ,器械高,偏心,HV対回DｾｯﾄD読数方向数,
開始時間,終了時間,,
E,0,-,                                       E,再測(0:無し 1:有り),,
F,A-0,,1.500,r1001,0.0120,80.3515,,,,,000,,,],     F,視準名,ﾒﾓ,目標高,方向,H,V,D1,D2,D3,D4,,,,,
F,A-2,,1.500,r1002,52.4805,85.1115,8.472,8.472,,,000,,,),         :
F,A-2,,1.500,l1002,232.4755,274.4835,8.471,8.471,,,000,,,Q,       :
F,A-0,,1.500,l1001,180.0120,279.2450,,,,,000,,,7,                 :
F,A-0,,1.500,l2001,270.0100,,,,,,000,,,[,          F, 視準名,ﾒﾓ,目標高,方向,H,,,,,,,,,,
F,A-2,,1.500,l2002,322.4740,,,,,,000,,,),                         :
F,A-2,,1.500,r2002,142.4740,,,,,,000,,,/,                         :
F,A-0,,1.500,r2001,90.0100,,,,,,000,,,1,                          :
Z,&,                                               Z,,  ﾃﾞｰﾀ終了
（２） ﾄﾌﾟｺﾝ製　　観測生データのダンプリストを分離すると次のような並びになります。

!!KOSIBU 1　　　　　　　  JOB名
t"97-02-15　　　　　　　　観測日
!%AM0398　　　　　　　    器械番号
!&YAMAGUTI　　　　        観測者
!#HARE　　　　　　　　　  天候
!$NANPU W　　　　　　     風力
t(0　　　　　　　　　　　 温度
t)714　　　　　　　　　　 気圧
tu+02.5　　　　　　　　　 気象補正値(ppm)
!*B-2                      器械点名
!+

!,1.361　　　　　　　　　　器械高
t'09:54

t (

r B-1　　　　　　　　　　　第１方向観測点名
r01.607               　   第１方向目標高
r!B-3　　　　　　　　　　　第２方向観測点名
r11.400　　　　　　　　　　第２方向目標高
t'09:56　　　　　　　　　　観測開始時間
t *:M,4,02,02,01,02,02,0   ２方向２対回
t /

z 0000125　　　　 ０°輪郭　第１方向水平角（右）
z00904315　　　　　　　　　第１方向鉛直角（右）
z!1180130　　　　　　　　　第２方向水平角（右）
z10902335　　　　　　　　　第２方向鉛直角（右）
zA00060517　　　　　　　　 第２方向斜距離（右）1
yA00060517　　　　　　　　 第２方向斜距離（右）2
y!2980130　　　　　　　　　第２方向水平角（左）
y12693655                  第２方向鉛直角（左）
xA00060518                 第２方向斜距離（左）1
wA00060518                 第２方向斜距離（左）2
y 1800120                  第1方向水平角（左）
y02691725                  第1方向鉛直角（左）
t /

w 2700115        9０°輪郭　第１方向水平角（左）
w!0280125                  第２方向水平角（左）
x!2080115                  第２方向水平角（右）
x 0900110                  第１方向水平角（右）
 l+02

s 0000000　　　　　　　　　第１方向水平角平均値
s!1180008　　　　　　　　　第２方向水平角平均値
s0-004255                  第１方向高低角平均値
s1-002320                  第２方向高低角平均値
sA00060518　　　　　　　　 第２方向斜距離平均値
t *

t'10:02                    観測終了時間
（３） ｿｷｱ　ＳＤＲ７（ＳＤＲ３Ｐ）

H01        SDR7       Ver 1.30   98/08/05   15:29:31

J01        TEST-3

J02        00

J03

K01        A-1              1.500 B=P=C

K02        SET4100    014894

K03                  1      4 . 3  2 . 1 . 2          1

K04        98/08/05   SONODA

K05        ﾊﾚ         ﾑﾌｳ               15.0       1013          0

K06        13:34:42   13:34:42   13:34:42   13:34:42

K07        13:46:28   13:46:28   13:46:28   13:46:28

K08

K09                 60         40         60         20         20

D07R1001   A-0              0.300     0.0510    98.4410      9.985

D07R1002   A-2              1.800    57.0310    87.3000      8.818

D07L1002   A-2              1.800   237.0310   272.2910      8.816

D07L1001   A-0              0.300   180.0510   261.1510      9.985

D05L2001   A-0              0.300   270.0600     0.0000      9.984

D05L2002   A-2              1.800   327.0340     0.0000      8.819

D05R2002   A-2              1.800   147.0340     0.0000      8.820

D05R2001   A-0              0.300    90.0550     0.0000      9.986

D17M0001   A-0              0.300     0.0000    98.4430      9.985

D17M0002   A-2              1.800    56.5753    87.3025      8.818

D00        000

（４） ｿｷｱ　POWER　ＳET（ＳＤ_format）

A00NM,1,SET3000 Ver 01-10,00-01-14,15:10:50,11111,89

B00NM,ｵｸﾞﾛｶﾞﾜ,3,2111,

B10NM,1.00000000,0

G00TS,00-01-17 19:52:58

B20NM,:,SET3000,014306,SET3000,014306,1,0

C00SC,T-1,0.000,0.000,0.000,1.402,

C10NM,750,20.0,,8

C20NM,1,1,KOBAYASI

G00TS,00-01-17 19:56:24

G00TS,00-01-17 20:00:55

E10NM,T-1,T-4,0.0000,,,

C30NM,43,212,0,0,60,40,60,20,20

E00SC,T-1,T-4,R,0.0120,101.1740,,0.000,,

E00SC,T-1,T-2,R,145.3600,101.0610,6.333,0.100,,

E00SC,T-1,T-2,L,325.3555,258.5345,6.333,0.100,,

E00SC,T-1,T-4,L,180.0120,258.4205,,0.000,,

D10SC,T-1,001,002,0,12

E00SC,T-1,T-4,L,270.0155,,,0.000,,

E00SC,T-1,T-2,L,55.3650,,6.333,0.100,,

E00SC,T-1,T-2,R,235.3645,,6.333,0.100,,

E00SC,T-1,T-4,R,90.0200,,,0.000,,

D10SC,T-1,002,002,0,12

E10SC,T-1,T-4,0.0000,101.1748,,

E10SC,T-1,T-2,145.3444,89.1426,6.215,


30791                                                 データ終了



（５） ｼﾞｵｼﾞﾒｰﾀｰ 600

50=TEST-2　　　　　　JOB名
90=01                出力ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ(01固定)
54=TEST-2　　　　　　現場名
99=T.S.　　　　　　　器械点名
55=63510137　　　　　器械番号
53=TANAKA　　　　　　観測者
51=2001.0303　　　　 観測日
23=1112　　　　　　　単位：角、距離、温度、気圧
94=1　　　　　　　　 　　　天候
95=1　　　　　　　　 　　　風力
56=15.0　　　　　　　　　　温度
74=1013.00　　　　　 　　　気圧
30=-4.3　　　　　　　　　　気象補正値（ppm）
96=1　　　　　　　　　　　 気圧単位（0:mmHg、1:hPa）
2=T-0　　　　　　　　　　　器械点名
0=　　　　　　　　　 　　　メモ
3=1.500　　　　　　　　　　器械高
97=0　　　　　　　　 　　　偏心(0:無し、1:有り)
91=3334003　　　　　 　　　観測数（対回数、測距数、方向数）
52=11.0603　　　　　 　　　観測開始時刻
52=11.1540　　　　　 　　　観測終了時刻
98=0　　　　　　　　 　　　　　　再測（0:無し、1:有り）
5=T-1　　　　　　　　　　　　　　視準点名
4=　　　　　　　　　　　 　　　　メモ
6=1.500　　　　　　　　　　　　　目標高
92=r1001　　　　　　　　 　　　　望遠鏡右第１方向
7=0.0201　　　　　　　　 　　　　水平角
8=84.2158　　　　　　　　　　　　鉛直角
93=000　　　　　　　　　　　　　 手入力コード
5=T-2　　　　　　　　　　　　　　視準点名
4=　　　　　　　　　　　　　　　 メモ
6=1.500　　　　　　　　　　　　　目標高
92=r1002　　　　　　　　 　　　　望遠鏡右第２方向
7=12.1437　　　　　　　　 　　　 水平角
8=84.2537　　　　　　　　　　　　鉛直角
9=4.069　　　　　　　　　　　　　斜距離１
9=4.070　　　　　　　　　　　　　斜距離２
9=4.069　　　　　　　　　　　　　斜距離３
9=4.069　　　　　　　　　　　　　斜距離４
93=000　　　　　　　　　　　　　 手入力コード
：

：

：

>　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 終了
観測手簿の作成

　　　電子野帳データより、観測手簿と観測データファイルを作成します。
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　　仕様　　＊　１～３対回の観測に対応

　　＊　方向数　９方向以内

　　　　　（作業規程では５方向以内）

　　　作成方法

　　　・　新規作成　――　電子野帳 １種類　使用した場合

　　　・　追加作成　――　電子野帳 ２種類以上　使用した場合

· ﾄﾌﾟｺﾝ製の生データのﾌｫｰﾏｯﾄは共通です。電子野帳の種類の「Fc-5、Fc-7、GTS-6、GTS-700」どれを選んでも作成できます。従って電子野帳の種類は１種類と考えてください。

　　ただし、「ﾄﾌﾟｺﾝGTS-6」は再測対回指定ができませんので再測の出力形式が異なります。

　　「ﾄﾌﾟｺﾝGTS-6」の観測で観測生データの中に再測が含まれている場合は「ﾄﾌﾟｺﾝGTS-6」を

　　指定してください。

　　　作成手簿の開始ページを指定してください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　入力可
　　　「作成開始」と同時に観測結果を表示します。　許容値がオーバーしていないか確認してください。
　　　　　　倍角差、観測差、高度定数差、

　　　　　　距離のセット間較差
    点検測量では、採用値と点検値の較差を表示します。
    続いて追加作成する場合、コンボボックス「電子野帳の種類」を指定してください。
末端測点の観測方法

　　　水平角観測の無い測点の観測、すなわち方向角の取付の無い既知点の観測、偏心点本点の観測及び開放路線の末端点等の１方向しか無い測点の観測例

１．後視点観測モードをＨ・Ｖ（距離測定無し）にします。

２．後視点に適当な自然目標を選定して測点名を付けます。
３．路線の１点前の点を前視点として１対回の観測を行います。

４．高度定数が許容範囲内であることを確認します。

５．観測手簿出力時に下記の観測手簿のように不採用の観測値を抹消（手書き）してください。

６．観測データファイルも削除してください。
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手入力による観測データファイルの作成

　　　手書き観測手簿で記録した場合でも、観測データファイルを作成することによりトータル処理が可能です。
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データ入力

測点名（観測点）　―　半角１０文字以内

器械高　―　観測点の器械高

視準点名　―　半角１０文字以内

水平角　―　観測点において、零方向点から視準点への右回り角　（ 123°4′23″→ 123.0423 ）
高低角　―　観測点から視準点の高低角　（ -5°4′23″→  -5.0423 ）
目標高　―　視準点の目標高

斜距離　―　観測点から視準点までの測定距離（気象補正済み）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊　既知点間のデータに斜距離を入力すると「既知点点検計算」を行います。

　　　観測点の変わり目は１行開けてください。

　　　入力シートは５００行までです。
それ以上データがある場合は一度「書き込み」して再度入力を始めてください。

　　　全て入力したら「書き込み」、「終了」
観測データファイルの表示

　　　観測手簿より、観測に必要な要素（観測結果）だけを取り込んだファイルです。

        ・　再測不採用の値は、観測データファイルから削除してください。

　　　　　　・　同一測点で２回以上に分けて観測した場合は、１回で観測したようにまとめてください。（偏心要素を

含む）

　　　　　　・　同一測点で複数の観測点をもつ偏心及び相互偏心は処理出来ません。

　　　　　　・　重複測定距離は、最初に測定した距離を採用します。不採用値は、観測手簿に抹消理由

 『 重複測定 』　と書いて削除してください。

    　　　・　既知点間の鉛直角及び距離の測定は、観測手簿に抹消理由　『 定数点検 』　と書いて削除して

ください。

         ※※  基準点測量 観測データ作成  ※※            [ T_KansokuData.dat ]

作業名 ： 測量計算ソフトCALXsurvey開発

    0, 測点名     器械高  視準点         水平角     高低角   目標高     斜距離

    1, A-R2      , 1.595, A-R3      ,    0.0000,   -4.0251,   1.634,   178.198,

    2,   　             , B-R5      ,   21.2618,   -3.5720,   1.539,    39.370,

    3,       　         , B-R1      ,  299.3801,   -4.5813,   1.563,    30.825,

    4,    　            ,           ,          ,          ,        ,          ,

    5, B-R1      , 1.563, A-R2      ,    0.0000,    4.5831,   1.595, 　       ,

    6,      　          , B-R2      ,  200.5907,  -10.5418,   1.583,    51.780,

    7,        　        ,           ,          ,          ,        ,          ,

    8, B-R2      , 1.579, B-R1      ,    0.0000,   10.5351,   1.562,  　      ,

    9,           　     , B-R12     ,  177.4509,   -8.5229,   1.593,    34.700,

   10,         　       , B-R3      ,  267.3226,   -2.3147,   1.580,    37.820,

   11,                  ,           ,          ,          ,        ,     　   ,

   12, B-R3      , 1.580, B-R2      ,    0.0000,    2.3123,   1.579,  　      ,

   13,               　 , B-R11     ,   80.5819,   -9.1211,   0.100,    31.563,

   14,          　      , B-R6      ,  142.3918,   -3.5229,   1.593,    52.732,

   15,            　    , B-R4      ,  245.3853,    7.0720,   1.572,    38.929,

   16,              　  ,           ,          ,          ,        ,          ,

　　　　　　：

　　　　　　：

　　　　　　：

   78, B-R19     , 1.500, A-R1      ,    0.0000,   -7.1500,   1.640,   　     ,

   79,           　     , B-R18     ,  121.1054,    1.5422,   1.500,    59.493,

   80,                  ,       　  ,          ,          ,        ,          ,

   81, B-R18     , 1.500, B-R19     ,    0.0000,   -1.5449,   1.500,   　     ,

   82,            　    , B-R16     ,  201.2822,    9.5438,   1.500,    30.452,

   83,            　    , B-R18-1   ,  284.3038,    2.1503,   1.500,    35.791,

   84,              　  ,           ,          ,          ,        ,          ,

   85, B-R18-1   , 1.500, B-R18     ,    0.0000,   -2.1458,   1.500, 　       ,

   87,             　   ,           ,          ,          ,        ,          ,
　　　＊　既知点間の斜距離を測定すると「既知点点検計算」を行います。
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２．既知点データ作成
　　　既知点データ作成の手順

　　　　　（１）既知点データ作成

　　　　　（２）既知点に関する計算

　　　　　（３）既知点データファイル作成

（１）既知点データ作成

観測に使用した既知点は全て入力してください。

観測に使用していない点は入力しないでください。

　　　最低２点以上の既知点が必要になります。

既知点データ数　――　１００点以内
　　　既知点データ 手入力
　　　　既知点名　――　半角１０文字以内

· 偏心点がある場合は、偏心観測で付けた本点名　「 例.　A-R1C 」

[image: image9.png]


　　　　Ｘ　　　　　――　既知点のＸ座標　　 （成果表より）

　　　　Ｙ　　　　　――　既知点のＹ座標　　 （　　〃    ）

　　　　Ｈ　　　　　――　既知点の標高　　　 （　　〃    ）

　　　　ｼﾞｵｲﾄﾞ高 ――　既知点のｼﾞｵｲﾄﾞ高　（　　〃    ）

   　＊　ｼﾞｵｲﾄﾞ高が判らない場合、後で計算　　省略可

   　＊　トラバース測量では Ｈ、ｼﾞｵｲﾄﾞ高  　　省略可

   　＊　任意座標系（０系）では ｼﾞｵｲﾄﾞ高    　省略

　 　　全て入力したら「書き込み」、「終了」
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　　　既知点データ 座標ファイルより入力

　　　　既知点データが座標ファイルに登録済みの場合に利用してください。

　　　　「座標ファイルより入力」をマウスでクリックします。

　　　　座標ファイルに登録されている全座標点名が表示されます。

　　　　点名をマウスでクリック入力してください。

　　　　　　　　「ソート」

　　　　　　　　　　・ 登録順　――　座標ファイルの登録順に座標を表示します。
　　　　　　　　　　・ 点名順　――　座標名のアルファベット順に座標を表示します。
   　＊　手入力が混在する場合は、クリック入力の後に手入力してください。
   　＊　ｼﾞｵｲﾄﾞ高は追加手入力してください。

　 　　全て入力したら「書き込み」、「終了」

（２）既知点に関する計算
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　１．既知点Ｓ・Ｔ計算

　２．平均縮尺係数の計算

　３．平均ジオイド高の計算

[image: image12.png]



　　１．既知点Ｓ・Ｔ計算

　　　　　　既知点間の「ＸＹ座標による距離・方向角の計算」を行います。
　　　　　　観測図を基に入力してください。

　　　　　　基点・視点の順に入力してください。

　　　　　　「全既知点」の中から選択してください。

　　　　　　全ての既知点間を入力したら「計算開始」
「結果表示」で計算書を表示します。
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　　２．平均縮尺係数（ｍ）の計算

　　　　　　作業地域全体の平均縮尺係数を求めます。
　　　　　　全既知点の平均ではありませんので注意してください。
　　　　　　「全既知点」の中から選択してください。

　　　　　　該当する既知点を入力したら「計算開始」
「結果表示」で計算書を表示します。
　　　　　　任意座標系（０系）は計算いたしません。　　m = 1.000000

　　　　　＊ 網の平均縮尺係数の算出方法

作業地域全体の既知点（視準既知点を除く）のＹ座標の中で
「最小値」と「最大値」を入力して求める。

　　３．平均ジオイド高の計算
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　　　　　　作業地域全体の平均ジオイド高を求めます。

　　　　　　全既知点の平均ではありませんので注意してください。

        平均ジオイド高の求め方

　　　　　　　　１．入力した既知点データの中から求める。
　　　　　　　　２．新規にジオイド高の計算をして求める。

既知点のジオイド高が未知及び既知点のジオイド高を

確認したい場合に利用します。

　　　　　　「全既知点」の中から選択してください。

　　　　　　該当する既知点を入力したら「計算開始」
「結果表示」で計算書を表示します。
　　　　　　任意座標系（０系）は計算いたしません。
平均ジオイド高 =  0.000m
　　　　　＊ 網の平均ジオイド高の算出方法

作業地域全体の形を考慮した（作業地域全体の平均ジオイド高が算出できる）既知点を選択して
求める。

（３）既知点データファイル作成

既知点に関する計算が正常終了したら既知点のデータファイルを作成いたします。
＊ 平均ジオイド高の計算で新規にジオイド高の計算をして求めた場合、計算値が既知点データファイルに反映いたします。（入力したジオイド高は無視されます。）
３．各種計算

各種補正計算、点検計算等を行います。　全ての計算が関連していますので、観測データファイルの内容を
修正した場合、または計算が正常終了しなかった場合は最初から再計算してください。

　　　網の中に偏心が無い場合、「偏心補正計算」はパスしてください。
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―　測距の測定線と高低角の視通線が平行でないために行う補正計算です。

―　高低の観測データの良否及び既知点の成果と整合するかどうかを確認する

　　　ために行う計算です。

―　現地の測定距離を基準面上の距離、座標上の距離に補正する計算です。

―　観測点の本点で、観測ができない場合に行う補正計算です。

―　水平の観測データの良否及び既知点の成果と整合するかどうかを確認する

　　　ために行う計算です。

―　各種計算メニューの終了
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高低角の補正計算

測距の測定線と高低角の視通線が平行でないために行う補正を

自動計算します。

補計算後の正反較差と比高較差が表示されます。
較差が大きい場合、器械高・目標高等の入力ミスが考えられます。

観測データに高低角の「片観測」が含まれている場合、これ以後の
計算ができません。観測データを追加してください。
　　　片観測

　　　全ての辺の高低角は直・反の観測（ A点←→B点 ）が必要です。

　　　どちらかが欠けている場合、「片観測」のメッセージが表示されます。

　　　高低角の補正計算が正常終了すると、

「既知点の点検計算」

「座標の概略計算」
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「基準点網図」　――　　　　　　ツールバーにアイコンが表示されます。
　　　が自動計算されます。
既知点の点検計算

観測データに、既知点間の鉛直角及び斜距離を測定すると既知点点検計算を行います。
後視既知点に標高が無い場合、辺長のみの点検を行います。

計算辺長・点検辺長は基準面上の距離です。

　　　点検計算結果は、精度管理表その1へ編集入力が可能です。
　　　作成方法は本取説、８．各種結果表示・出力 を参照
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座標の自動計算

観測データの相互関係により、概略座標を
自動計算します。

　　　座標の自動計算により「基準点網図」が

　　　作成され、点検計算等のデータ入力の

　　　手助けをします。

「面積測定」は、ここではできません。

　＊基準点網図に方向角の取り付けが有ったり、無かったりした場合又は観測データの測点名に全角が含まれて
いる場合は基準点網図のアイコンがツールバーに表示されません。

以下、点検計算のデータ入力等は「全観測点」の測点名をマウスでクリック入力してください。

点 検 路 線 図
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[1]～[9] ： 点検路線番号 
標高の点検計算（正反分離計算）

標高の点検計算は、正方向と反方向の高低角を使って別々に概算標高を求め、その較差を点検します。

既知点から既知点まで計算して閉合差の点検を行います。

既知点に偏心がある場合、最初に「高低計算（精算）」の名目で本点から偏心点までの１辺の点検路線（開放路線）にしてください。

新点に偏心がある場合、偏心点を経由した点検路線にしてください。その後、路線を変えて偏心点から本点までの１辺の点検路線（開放路線）にしてください。

概算標高（仮定値）は、平均計算に使用されます。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　点検路線の決め方（公共測量作業規程）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．点検路線は、既知点と既知点を結合させる。

　　　　　　　２．点検路線は、なるべく短いこと。

　　　　　３．全ての既知点は、１つ以上の点検路線で結合させる。

　　　　　４．全ての単位多角形は、路線の１つ以上を点検路線と重複させる。

　点検データの作成

　　　　路線の等級　――　公共基準点測量　　　　　　　  地籍測量
    　　　　　　　　　　　　　　　１ ： １級基準点測量　　　　　　２０ ： 地籍図根三角測量

    　　　　　　　　　　　　　　　２ ： ２級基準点測量　　　　　　２１ ： 甲１図根多角測量

    　　　　　　　　　　　　　　　３ ： ３級基準点測量　　　　　　２２ ： 甲２図根多角測量

    　　　　　　　　　　　　　　　４ ： ４級基準点測量　　　　　　２３ ： 甲３図根多角測量

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　 　 　　 　 ２４ ： 乙１図根多角測量

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　  ２５ ： 乙２図根多角測量

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　  ２６ ： 乙３図根多角測量

    　路線の種類　――　１．結合路線

　　　　　　　　　　　　　　　  ２．閉合路線

　　　　　　　　　　　　　　　  ０．開放路線 ・・・ 補助基準点及び偏心点の入力等に使用します。
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＊　開放路線は精度管理表に反映されません。（結合・閉合路線の後に入力する。）
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＊ 放射点は、１点の開放路線と考えてください。

　　　全観測点の測点名をマウスでクリックすると、入力データのリストボックス
に表示されます。又、「基準点網図」の測点をマウスでクリックしても
入力できます。

　　　　　「ソート」

　　　　　・ 観測順　―　観測点の点名を観測順に表示します。
　　　　　・ 点名順　―　観測点の点名をアルファベット順に表示します。
　　　点検路線ごとに「書き込み」してください。

　　　全ての点検路線を入力したら「終了」
　　点検計算開始
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　　　　計算結果が表示されます。

　　　　標高の点検計算は、両差（球差＋気差）を考慮しています。
・　地球の曲率半径　＝　６３７０ｋｍ
　　　　　　・　ｋ ＝ ０．１３３
　　　　　　制限以内　　　　=　◯

　　　　　　　　　制限オーバー　=　×
・ 地籍図根多角測量は、標高差の正反較差の制限がありません。本ソフトでは、便宜上４級基準点

測量の正反較差（100㎜）を採用しています。

・ 全新点の概算標高が計算されないと、以降の計算（距離補正計算）ができません。
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距離補正計算

　　　現地の測定距離を基準面上の距離、座標面上の距離に補正する計算です。

　　　　　・　ジオイド高は既知点の平均ジオイド高を使用しています。

　　　　　・　地球の曲率半径　＝　６３７０ｋｍ　を使用しています。

　　　　　・　平面直角座標上への距離は、平均縮尺係数を使用しています。

偏心補正計算

　　　観測点の本点で、観測ができない場合に行う補正計算です。

　　　同一測点で複数の観測点をもつ偏心及び相互偏心計算は処理できません。
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観測の方法

1． 偏心している測点での測点名の付け方は、偏心点を本点名に、

本点を本点名と違う名前を付けてください。

　　　　　　　 例．　測点：山田の場合   偏心点名＝YAMADA

  　本点名＝YAMADAC

　　　２．偏心要素の偏心角（ψ）の測定は、偏心点で観測してください。

　　　３．偏心点での観測要素の測定と偏心要素の測定は、器械高及び
零方向の統一をしてください。

　　　４．他の測点から偏心のある測点を視準する場合、本点の視通の
有無に関係なく偏心点を視準してください。

　　　５．偏心要素の鉛直観測は、直・反観測を行ってください。

観測の手順

　　１．偏心点A-R2(B=P)において
　　　・ 器械高の測定

　　　・ 零方向（A-R3）から各視準方向を右回りに所定の観測を行う。（観測要素の測定）

零方向が既知点の場合、距離測定は省略できます。

　　　・ 零方向（A-R3）から本点（A-R2C）を右回りに所定の観測を行う。（偏心要素の測定）

　　　・　観測要素の測定と偏心要素の測定は必ず分けて観測してください
　　２．本点A-R2(C)において

　　　・ 器械高の測定

　　　・ 偏心点A-R2(B=P)の鉛直角観測を行う。（偏心要素の測定）

　　３．各測点において
　　　・ 偏心点A-R2(B=P)を観測する場合、視準点名は本点名（A-R2）を入力してください。
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偏心補正計算ﾃﾞｰﾀ作成
　　データ入力

　　　　「全観測点」より点名をマウスでクリック入力してください。
　　　　　　　　「ソート」

　　　　　　　　　・ 観測順　――　観測点の点名を観測順に表示します。
　　　　　　　　　・ 点名順　――　観測点の点名をアルファベット順に表示します。
　　　　観測点名　――　偏心点
　　　　零方向点　――　偏心点の零方向点
　　　　本 点 名　――　偏心点の本点名　　　　偏心点名とちがう名前にしてください。

続いて、観測要素があれば視準名を入力してください。
　　　　視準点名　――　１点目は必ず零方向点になります。

　　　　　　　　　　　　　　　観測方向が７方向を越える場合は、データ修正で追加入力してください。

　　　　全ての視準点名を入力したら「書き込み」
　　　　全ての偏心データを入力したら「終了」
　　偏心補正計算

計算終了後、次のメッセージが出ます。

既知点に偏心がある場合、「既知点データファイル表示」　に戻って既知点の測点名を

　「本点名」 → 「偏心点名」に変更してください。
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   　　　   「 例.  YAMADAC → YAMADA 」

　　　　計算書の出力は、「各種結果表示・出力」で行います。

　　　　偏心要素の要図は、手書きでお願いします。
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偏心補正計算 例
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水平位置の点検計算

　　水平位置の点検計算は、水平角と平面距離を使って起点（既知点）から順次、方向角と座標を計算して終点
（既知点）までの閉合差の点検を行います。

　　概算方向角と概算座標（仮定値）は、平均計算に使用されます。
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　　点検路線の決め方は、標高の点検計算と同じです。
　　点検路線の等級は、標高の点検計算と同じにしてください。
　　点検路線番号と点検ルートは、標高の点検計算と同じにしてください。

　　点検データの作成

　　　　路線の等級　――　公共基準点測量　　　　　　　  地籍測量

    　　　　　　　　　　　　　　　１ ： １級基準点測量　　　　　　２０ ： 地籍図根三角測量

    　　　　　　　　　　　　　　　２ ： ２級基準点測量　　　　　　２１ ： 甲１図根多角測量

    　　　　　　　　　　　　　　　３ ： ３級基準点測量　　　　　　２２ ： 甲２図根多角測量

    　　　　　　　　　　　　　　　４ ： ４級基準点測量　　　　　　２３ ： 甲３図根多角測量

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　 　 　　 　 ２４ ： 乙１図根多角測量

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　  ２５ ： 乙２図根多角測量

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　  ２６ ： 乙３図根多角測量

　　　　路線の種類　――　１．結合路線

　　　　　　　　　　　　　　　  ２．閉合路線

　　　　　　　　　　　　　　　  ０．開放路線 ・・・ （補助基準点等、特殊な場合のみ使用します。）

　　　　　　　　　　　　      ３．結合方向取付（片方）
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                     　４．結合方向取付（無し）

　　　全観測点の測点名をマウスでクリックすると、入力データの

リストボックスに表示されます。又、「基準点網図」の測点をマウスで

クリックしても入力できます。

　　　　　「ソート」

　　　　　　・ 観測順　――　観測点の点名を観測順に表示します。
　　　　　　・ 点名順　――　観測点の点名をアルファベット順に表示

します。
· 結合方向取付（片方）の入力の開始は、方向角の取り付

けのある方から入力してください。

＊　開放路線は精度管理表に反映されません。

（結合・閉合路線の後に入力する。）
　　　　点検路線ごとに「書き込み」してください。

　　　　全ての点検路線を入力したら「終了」

点検路線の種類
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　　点検計算開始

　　　　計算結果が表示されます。　　　制限以内　　　　=　◯　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　制限オーバー　=　×

· 「参考」 方向角の許容値は、旧作業規程の許容値を使用
しています。

参考．旧作業規程の方向角の許容値（平成８年４月１日以前）
１級基準点測量　　　２級基準点測量　　　３級基準点測量　　　４級基準点測量

単位多角形　　　　　　　8″√n　　　　　　　10″√n　　　　　　 　20″√n　　　　　　　50″√n

　　　結合多角路線　　　　5″+8″√n　 　　7″+10″√n　　　　10″+20″√n　　 20″+50″√n

                                                                               　　　　 n ： 測角数
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[1]～[9] ： 点検路線番号 
　　＊ 開放路線（オープン路線）を含んだ網の同時処理
[image: image42.png]



　　　　　　　観測データのみで図形（網）が決まれば、開放路線等が含まれていても同時に処理することが

できます。（観測方程式の利点）

　　　　　　　放射点（補助基準点）は同時に処理できますが、当該等級にはなりません。

４．平均計算

「各種計算」の全ての計算が正常終了した後に実行してください。

目的に応じて選択してください。
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　　　４－１． トータルシステム 厳密網平均計算（観測方程式）
　　　４－２． トータルシステム 簡易網平均計算（観測方程式）
４－１． トータルシステム 厳密網平均計算（観測方程式）
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――　平均データを作成します。

――　平均データの修正・出力を行います。

――　厳密網平均計算を行います。

――　厳密網平均計算の終了。

[image: image45.png]x|
(BFIHE)
[ETEEO T 2




平均データ作成

平均計算要素（計算の等級）
　　以下の等級及び等級以外の計算を選択して
ください。

 　　　　・　１級基準点測量

 　　　　・　２級基準点測量

 　　　　・　３級基準点測量

 　　　　・　４級基準点測量

 　　　　・　等級以外の計算　（補助基準点等）
 　　　　・　地籍図根三角測量

 　　　　・　甲１地籍図根多角測量

 　　　　・　甲２地籍図根多角測量

 　　　　・　甲３地籍図根多角測量

 　　　　・　乙１地籍図根多角測量

 　　　　・　乙２地籍図根多角測量

 　　　　・　乙３地籍図根多角測量

　

　 ＊ 等級以外の計算は  　mt　 ms　γ　に該当する数値を入力してください。
　 ＊ ３・４級基準点測量及び地籍図根三角測量において
・ 平均計算簿の「新点の計算結果」の後に「枠無し成果表」を出力したいとき

・ １点１枚の枠付き成果表を作成したいとき

は、平均計算要素の選択を「等級以外の計算」にして、要素の値は３・４級基準点測量及び地籍図根
三角測量の要素を入力してください。
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　　　固定データの入力

　　　　　１点固定１方向指定の計算を行うときに必要です。

　　　　　複数の固定データの入力は、データの修正時に

　　　　　追加入力してください。

　　　「作成開始」で平均データが自動作成されます。

平均データの修正
自動作成された新点データの順番は「水平位置の点検計算」の順番と一致しております。

平均計算以降に作成される成果表・成果数値データファイル・精度管理表の新点位置の標準偏差の出力順にもなります。

（出力順を変更したい場合は、行単位で並べ替えしてください。　平均計算には支障ありません。）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自動作成された平均データの一部
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　　　　　　　　　電算番号　　測点名 ： 既知点・新点の測点名は追加入力してください。
半角１０文字（全角５文字）以内　　省略可
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　省略すると、平均計算の時に電算番号と同じ扱いになります。

　　＊　測角データの修正

・　観測データファイルで、１回で観測したようにまとめた測点は実際に観測したデータ形式に戻し

（修正して）ください。（平均計算で、零方向の標定誤差の値が変わる。）

・　方向角の取り付けのない既知点及び開放路線の末端点等の水平角観測が無い水平角を削除して
ください。

平均計算
は、「厳密網平均計算（観測方程式）、平均計算」を参照してください。
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４－２．トータルシステム 簡易網平均計算（観測方程式）
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―　平均データの入力を行います。
―　入力データの修正と出力を行います。

―　入力データと観測データファイルより
平均計算データの作成を行います。

―　平均計算データの修正・出力を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　行います。

平均データ作成
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＊ B-R18-1は交点ではありませんが、開放路線の末端の測点を交点扱いすることにより同時に処理すること

ができます。（観測方程式の利点）

＊ 放射点（補助基準点等）は同時に処理できますが、当該等級にはなりません。

[image: image53.png]B R SPERS
(=23 EER (EOr LS

Iiﬂuiaayjromsweyﬁﬁ% = [T KenDatadat

EEEEEREE ARk

* BT HTEER
Lrara

E ] f8BR




平均データの入力
平均データの入力を行います。

全観測点のリストをマウスでクリックすると入力データへ表示
されます。又、「基準点網図」の測点をマウスでクリックしても
入力できます。
＊　「全観測点」　――　観測点のソートを行います。

　　　　　　　　　　   　　・ 観測順

　　　　　　　　　　   　　・ 名前順

　　　既知点データ作成

既知点　視点　、既知点　視点　、 ・ ・ ・　の順に入力
してください。

　　　　全ての既知点を入力したら「書き込み」してください。

　　　　　（タブごとに「書き込み」してください。）
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　　　交点データ作成

　　　　　交点　視点　、交点　視点　、 ・　・　・　の順に入力して
ください。

　　　　全ての交点を入力したら「書き込み」してください。

　　　　　＊ 交点がない場合でも、「空書き込み」してください。

　　　　　＊　網の中に開放路線が含まれている場合、末端点を

交点に、また末端点の一つ前の点を視点にすること
により同時処理することができます。
（観測方程式の利点）
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　　　観測データ作成

　　　　　　路線番号　――　整数３桁以内

　　　　　　視点　起点　節点　・　・　・　節点　終点　視点の順に

　　　　　　入力してください。

　　　　　　路線ごとに、「書き込み」してください。

　　　　　　全ての路線を入力したら、「終了」。

　　　　　　　　　　　　 　＊ 路線　：　既知点 から 既知点
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　既知点 から 交点
  　　　　　 　　　　　　  　　　　　　　交点   から 交点
　 　　　 　　　　　　　　　　　　　　   交点   から 既知点
入力データの修正・出力
入力データの修正と出力を行います。
      ※※  簡易網平均データ作成  ※※    [ T_KaniData.dat ]

作業名 ： 測量計算ソフトCALXsurvey開発

    1, 測 点       視 点      [ 既知点データ ]

    2, A-R1      , A-R3      ,      既知点　後視点
    3, A-R2      , A-R3      ,

    4, A-R3      , A-R1      ,

    5,           ,           ,[ 交点データ ]

    6, B-R2      , B-R1      ,      交点　平均方向点
    7, B-R3      , B-R2      ,

    8, B-R7      , A-R3      ,

  　　　：

  　　　：

   12, B-R14     , B-R21     ,

   13, B-R16     , B-R18     ,

   14, B-R18     , B-R19     ,

   15, B-R18-1   , B-R18     ,      開放点
   16,           ,           ,[ 観測データ ]

   17,   1,路線                   結合路線
   18, A-R3      , 　　　　　       後視点
   19, A-R2      , 　　       　　　起点
   20, B-R1      ,                  節点
   21, B-R2      , 　　　       　　終点
   22, B-R1      , 　  　　         平均方向点
   23,           ,

   24,   2,路線

   25, B-R1      ,

   26, B-R2      ,

  　　　：

　　　　：

  117,  16,路線

  118, A-R3      ,

  119, A-R1      ,

  120, B-R20     ,

  121, B-R21     ,

  122, B-R14     ,

  123, B-R21     ,

  124,           ,

  125,  17,路線　　　　　開放路線
  126, B-R19     ,

  127, B-R18     ,

  128, B-R18-1   ,

  129, B-R18     ,

  130,           ,

  131,,*** DATA END ***
平均データの作成
　　　入力データと観測データファイルより平均計算データの作成を行います。

                    ※※  簡易網データ作成  ※※           [ KaniData.dat ]

作業名 ： 測量計算ソフトCALXsurvey開発

    1,

    2, AREA = 8

    3,

    4, 測 点       視 点          T            X            Y          H       [ 既知点データ ]

    5, A-R1      , A-R3      , 231.1036,  -61561.625,  -71458.642,  701.960,     既知点　後視点
    6, A-R2      , A-R3      , 166.1827,  -61566.994,  -71721.967,  735.300,

    7, A-R3      , A-R1      ,  51.1036,  -61739.667,  -71679.898,  722.700,

    8,           ,           ,  仮T    ,     仮X    ,     仮Y    ,   仮H   ,   [ 交点データ ]

    9, B-R2      , B-R1      , 306.5531,  -61605.974,  -71651.806,  722.863,     交点　平均方向点
   10, B-R3      , B-R2      ,  34.2801,  -61637.119,  -71673.186,  721.179,

   11, B-R7      , A-R3      , 246.0724,  -61724.239,  -71645.047,  716.456,

                   :

                   :

                   :

   16, B-R16     , B-R18     ,  67.2529,  -61604.445,  -71567.088,  714.329,

   17, B-R18     , B-R19     ,  45.5707,  -61592.931,  -71539.394,  709.086,

   18, B-R18-1   , B-R18     , 150.2745,  -61561.821,  -71557.022,  710.492, 　　  開放点
   19,           ,           ,         ,            ,            ,         ,   [ 観測データ ]

   20,   1,路線     器械高    水平角    高低角  平面距離   目標高 (球面距離) 　　　結合路線
   21, A-R3      ,        ,         ,         ,         ,        ,         ,　　　　　後視点
   22, A-R2      ,   1.595, 299.3801,  -4.5822,   30.704,   1.563,         ,　　　　　起点
   23, B-R1      ,   1.563, 200.5907, -10.5359,   50.838,   1.583,         ,　　　　　節点
   24, B-R2      ,        ,   0.0000,         ,         ,        ,         ,　　　　　終点
   25, B-R1      ,        ,         ,         ,         ,        ,         ,　　　　　平均方向点
   26,

   27,   2,路線     器械高    水平角    高低角  平面距離   目標高 (球面距離)

   28, B-R1      ,        ,         ,         ,         ,        ,         ,

   29, B-R2      ,   1.579, 267.3226,  -2.3135,   37.777,   1.580,         ,

   30, B-R3      ,        ,   0.0000,         ,         ,        ,         ,

   31, B-R2      ,        ,         ,         ,         ,        ,         ,

   32,

   33,   3,路線     器械高    水平角    高低角  平面距離   目標高 (球面距離)

   34, A-R3      ,        ,         ,         ,         ,        ,         ,

   35, A-R2      ,   1.595,  21.2618,  -3.5713,   39.270,   1.539,         ,

   36, B-R5      ,   1.572, 138.5630, -12.4650,   29.229,   1.572,         ,

   37, B-R4      ,   1.572, 133.2547,  -7.0709,   38.623,   1.580,         ,

   38, B-R3      ,        , 114.2107,         ,         ,        ,         ,

   39, B-R2      ,        ,         ,         ,         ,        ,         ,

   40,

                   :

                   :

                   :

                   :

  100,  13,路線     器械高    水平角    高低角  平面距離   目標高 (球面距離)

  101, B-R18     ,        ,         ,         ,         ,        ,         ,

  102, B-R16     ,   1.500, 229.0830,   8.0721,   30.388,   1.500,         ,

  103, B-R17     ,   1.500, 103.4310,  -1.2826,   45.394,   1.500,         ,

  104, B-R12     ,        , 264.2331,         ,         ,        ,         ,

  105, B-R2      ,        ,         ,         ,         ,        ,         ,

  106,

  107,  14,路線     器械高    水平角    高低角  平面距離   目標高 (球面距離)

  108, B-R19     ,        ,         ,         ,         ,        ,         ,

  109, B-R18     ,   1.500, 201.2822,   9.5447,   29.993,   1.500,         ,

  110, B-R16     ,        ,   0.0000,         ,         ,        ,         ,

  111, B-R18     ,        ,         ,         ,         ,        ,         ,

  112,

  113,  15,路線     器械高    水平角    高低角  平面距離   目標高 (球面距離)

  114, A-R3      ,        ,         ,         ,         ,        ,         ,

  115, A-R1      ,   1.640,  53.3537,   7.1455,   39.325,   1.500,         ,

  116, B-R19     ,   1.500, 121.1054,   1.5436,   59.451,   1.500,         ,

  117, B-R18     ,        ,   0.0000,         ,         ,        ,         ,

  118, B-R19     ,        ,         ,         ,         ,        ,         ,

  119,

  120,  16,路線     器械高    水平角    高低角  平面距離   目標高 (球面距離)

  121, A-R3      ,        ,         ,         ,         ,        ,         ,

  122, A-R1      ,   1.640, 281.3733,  -7.2804,   30.960,   1.730,         ,

  123, B-R20     ,   1.730, 264.1114,   5.1129,   43.344,   1.500,         ,

  124, B-R21     ,   1.500, 163.0149,   2.1535,   43.531,   1.500,         ,

  125, B-R14     ,        ,   0.0000,         ,         ,        ,         ,

  126, B-R21     ,        ,         ,         ,         ,        ,         ,

  127,

  128,  17,路線     器械高    水平角    高低角  平面距離   目標高 (球面距離)　　　開放路線
  129, B-R19     ,        ,         ,         ,         ,        ,         ,

  130, B-R18     ,   1.500, 284.3038,   2.1501,   35.758,   1.500,         ,

  131, B-R18-1   ,        ,   0.0000,         ,         ,        ,         ,

  132, B-R18     ,        ,         ,         ,         ,        ,         ,

  133,

  134,                                                    ,*** DATA END ***,
平均計算
は、「簡易網平均計算（観測方程式）、平均計算」を参照してください。

５．成果表の作成　
基準点属性データ作成

成果表コメント文作成

成果表の作成

成果数値データ作成

以上は、「厳密網平均計算（観測方程式）、成果表の作成」を参照してください。
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６．観測記簿の作成

　　　作成の種類

１．観測手簿の出力順で作成

２．指定した出力順で作成

１．観測手簿の出力順で作成

　　　　　　観測データの順に作成されます。

２．指定した出力順で作成
高次測点順（既知点・新点・節点の順）に出力するのが一般的です。
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―　出力データの入力を行います。

―　出力データの修正と出力を行います。

―　観測記簿を作成します。

―　観測記簿の表示と出力を行います。
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データ作成

出力順に測点データを入力します。
全観測点の中から測点名をマウスでクリックして入力します。
測点名が連続している場合、「連続ﾃﾞｰﾀ」で省略できます。

　　　　　　全て入力したら　「書き込み」　終了

＊　「全観測点」　――　観測点のソートを行います。

　　　　　　　　　　   　　・ 観測順

　　　　　　　　　　   　　・ 名前順

＊　左右のデータは同じものです。
　　　　　　　　A-R1　　　　　　　A-R1
　　　　　　　　A-R2　　　　　　　  連続ﾃﾞｰﾀ
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　　　　　　　　A-R3　　　　　　　A-R3　　　　　　　　　　　　　 省略
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　　　　　　　　B-R1　　　　　　　B-R1

　　　　　　　　B-R2　　　　　　　  連続ﾃﾞｰﾀ
　　　　　　　　　： 　　　      　B-R21

　　　　　　　　B-R20

　　　　　　　　B-R21
      注意．　測点名に「0」が含まれる場合、「連続ﾃﾞｰﾀ」は使用できません。（例．　B-R0１等）
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７．点検測量

　　　観測データの取得、点検測量簿の作成を行います。

点検測量とは、公共測量において全作業量の５％（１・２級は１０％）を再度観測
して採用値と点検値を比較して精度管理表に記載するものです。
観測点は、本観測と同様の形（器械高・目標高を同じにする）にして観測します。
　　　　　「１．観測データの作成」　を参照してください。

　　　　　点検測量の結果は精度管理表に反映されます。

[image: image62.png]


８．精度管理表の作成

　　　精度管理表は、「点検計算」「平均計算」が正常終了した後に作成
してください。

　　　点検測量を行わない場合でも精度管理表は作成可能になって
おります。
作成する前に次のメッセージが表示されます。

　　　編集済みの精度管理表がある場合は、ファイル名を変えて保存しておいてください。
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９．各種結果表示・出力

　　　基準点測量トータルシステムで計算された全ての結果を
表示・出力します。

　　　表示・出力したい項目をマウスでクリックしてください。
　　　各項目ごとでも表示・出力はできますが、最後にまとめて出力
した方が無難です。

９-5．観測手簿の目次[image: image64.png]



　　　＊ 観測手簿の目次「出力」上の注意
　　　　　 　(1).既知点の等級を追加入力してください。

　　　　　　 (2).印刷の行の間隔を「通常間隔」にしてください。

９-8．重複測距データリスト
９-9．観測データリスト
　　　＊ 上記のリストは、「各種計算」「高低角の補正計算」が正常終了した後に出力してください。

９-10．観測記簿の目次

　　　＊ 観測記簿の目次「出力」上の注意
　　　　　 　(1).既知点の等級を追加入力してください。

　　　　　　 (2).印刷の行の間隔を「通常間隔」にしてください。

９-20．標高の点検計算簿
　　　＊ 縦書き型・横書き型2種類の点検計算簿を出力します。
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―　縦書き型点検計算簿の出力を行います。

―　横書き型点検計算簿の出力を行います。

―　標高の点検計算簿出力の終了。

９-2７．成果表の為のＳ・Ｔ計算簿
　　　＊ 成果表の為のＳ・Ｔ計算「出力」上の注意

　　　　　　 (1).印刷の行の間隔を「通常間隔」にしてください。

９-28．成果表
　　　＊ 成果表「出力」上の注意

　　　　　　 ・ １点１枚の枠付き成果表   　――　印刷の行の間隔を「１．５倍間隔」にしてください。

　　　　　　 ・ 路線ごとの測点羅列成果表　――　印刷の行の間隔を「通常間隔」にしてください。

９-30．精度管理表 その１
　　　＊ 精度管理表「出力」上の注意

　　　　　 　(1).プリンタ設定で、印刷の向きを「A4横」にしてください。

　　　　　　 (2).印刷のﾎﾟｲﾝﾄ・ｻｲｽﾞを「８」にしてください。

　　　　　　 (3).測点に全角が含まれる場合、罫線がズレますので修正ください。

　　　　　　 (4). 再測数H=0、V=0、S=0、再測率0％になっています。再測があった場合、修正してください。
　　　　　　 (5).永久標識の種別等は追加入力してください。

　　　　　　 (6).「既知点点検結果」を精度管理表に編集する場合、以下の方法で編集してください。
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「精度管理表 その１」と「既知点点検計算」を編集
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合体させる。
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９-33．既設基準点点検測量比較表

　　　　全ての既設基準点を再度点検観測して、厳密網平均計算を行い、既設基準点座標と点検測量計算座標とを比較します。

点検比較を行うことにより、既設基準点の精度管理と同時に較差の大きい点の新設点扱い並びに亡失点付近に新設点の増設等を目的とします。
　　　　公共測量作業規程にある、５％の点検測量とは意味が違いますので注意してください。
　　　＊ 既設基準点点検測量比較表「作成・出力」上の注意

          (1).既設基準点は座標ファイルへ登録されていること。

          (2).既設基準点点検測量は成果表の作成まで正常終了していること。

          (3).出力は、行の間隔を「通常間隔」にしてください。

比較表出力例
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９-34．基準点網図の作成

　　　　基準点網図を作成、表示・出力します。
　　　　＊ 網図の作成は、各種補正計算の高度各補正計算が正常終了した時点で、作成可能ですが座標が概算値のため、網平均計算が終了した後に作成するようにしてください。
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作成ファイル名　――　「 TrvNet_toDXF.dxf 」
作業の諸元
現場管理に入力された設定内容が表示されます。

　　　変更可ですが、現場管理の内容は変更されません。
変換項目

[image: image71.png]


　　１．　　　　　　　　　　　　　　　　　――　コンボボックスより選択してください。　　　入力不可
　　用紙サイズに合った縮尺を指定してください。
[image: image72.png][}

]

=



　　２．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　――　縮尺・用紙サイズは、網図の大きさに合わせてください。
　　　　「共通」　チェックをはずした項目は変換しません。

　　　　　　　　　表示されている数値等はデフォルトです。

　　　　　　　　　変更した数値等は保持されます。
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　　　　　「詳細」　　・用紙サイズ　―　コンボボックスより選択してください。

　　　　　　　　　　　　　　指定サイズ　- - - - - 用紙の高さ、幅を入力

　　　　　　　　　　　　　　A０横　、　A０縦

　　　　　　　　　　　　　　A１横　、　A１縦

　　　　　　　　　　　　　　A２横　、　A２縦

　　　　　　　　　　　　　　A３横　、　A３縦
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　　　　　　　　　　　　　　A４横　、　A４縦
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・４辺の内枠幅(㎜）を入力

　　　　　　　　　　　　　　「内枠有り」を押すと「内枠無し」

　　　　　　　　　　　　　　「内枠無し」を押すと「内枠有り」
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・方位拡大率　――　方位を作成します。

作製する縮尺によって方位の大きさが変わります。

用紙サイズに合った大きさの拡大率を指定してください。
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　　３．

　　　　　「詳細」　　・メッシュ間隔　―　コンボボックスより選択してください。

　　　　　　　          入力不可

・メッシュの種類

トンボ　――　トンボの一辺（㎜）入力

方眼　――　　方眼（内枠内を直線で結ぶ）
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　　　　　　　　　　　　　――　座標値表示の有無

　　　　　　　　　　　　　　　　　　内枠と外枠の間に表示します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　文字高　：　座標値の文字高を入力（㎜）

　　　　　　　　　　　　　　　  文字離れ　：　内枠と座標値の離れを入力（㎜）

　　　　　　　　　　　　　　 　 表示形式　：　座標のみ　、　X付き　、　Ｘ＝付き　　を選択
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　　　４．

　　　　　「詳細」　　・既知点と新点のマークを入力
・形状　―　◎

○ 　は外径のみ入力
・内径　―　（㎜）入力

・外径　―　（㎜）入力
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５．

　　　　　「詳細」　　・文字高　―　（㎜）入力

・ﾏｰｸとの離れ　―　（㎜）入力
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　　　６．

　　　　　「詳細」　　・後視点の視準線長（図上）　―　（㎜）入力

既知点間の後視方向線
・マークでクリップする
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　――　クリップする
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　――　クリップしない
　　　全ての変換項目を設定したら「変換開始」」で　――　「　TrvNet_toDXF.dxf　」　が作成されます。

[image: image88.png]X (RS (HOTFAIEEL TRIRL T .

siEHbs | stERa | mREE | ®7




変換したDXFファイルの表示
別ソフトAuto CAD 等で展開してください。
[image: image89.png]



＊　測点の文字位置は線にかからないように移動編集してください。

＊　「平均図」「観測図」の作成は、ファイルをコピーして用紙枠外外のタイトル名等を入れ替えてください。
＊　修正後のファイル名 ：　TrvNet_toDXF.dwg
　　　　平均図　――　・ 作業の諸元表は不要、監督員の承諾は必要

　　　　観測図　――　・ 作業の諸元表は不要、監督員の承諾は不要
                  ・ 距離の測定方向及び水平角の観測方向は（未完成）追加入力してください。
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変換項目のレイヤー分け

以上で基準点測量トータルシステムの説明を終了します。

説明書だけを見ますととても複雑で操作が難しそうですが、このプログラムの特徴は、処理しようとしているメニューより前の内容を全て表示している点です。　したがって、今までにどこまでの処理が終わってこれから何をしなければならないか画面を見ただけ一目瞭然に分かると思います。
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